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商店街の活性化と都市計画制度の運用について

商店街活性化とまちづくり
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商店街におけるまちづくりの推進

埼玉県内には数多くの商店街があります。

商店街のもつ公共空間としての役割と機能を

再認識・再発見し、

まちづくりや地域振興を推進するために、

「商店街を活かしたまちづくり」に取り組みましょう。
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商店街のまちづくりでは、
以上の３つの要素の調和を目指します

商業機能

経済活動

公益活動

地域住民や
商店街の意識

まちなみ景観
まちのアメニティ

都市計画制度

・用途指定・制限

・容積率

・地区計画

・都市施設（道路等）整備

・市街地開発事業

景観法など関連法

中活計画
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商店街の取り組み事例

① 川越一番街商店街（埼玉県川越市）

② 谷中銀座商店街（東京都台東区）

③ 横浜元町商店街（神奈川県横浜市）

④ 神楽坂通り商店街（東京都新宿区）
＋ 神楽坂のまちづくり
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事例① 川越一番街商店街（埼玉県川越市）

●昭和40年代後半から市民による蔵造りの保存運動

が始まり、同58年には「川越蔵の会」が発足した。

（平成14年12月にNPO法人化）

●シンポジウムなどを通して積極的に蔵造りを

アピールし、文化財保存とまちの活性化が推進

された。

●メンバーは地元商店主や住民を中心に構成されて

おり、一番街のエリアだけでなく中心市街地全体

に渡りまちづくり活動を行っている。

5



●川越一番街商店街では、昭和

61年に「コミュニティーマート

構想」モデル事業として、

「川越一番街商店街活性化

モデル事業調査」を実施した。

●自主的協議組織として

「町並み委員会」を設け、

町並み保存とまちづくりの

自主協定として「町づくり

規範」を作成、運用している。

●委員会には商店街組合員だけ

でなく、市民、行政、専門家、

大学などが幅広く参加している。
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●平成11年には、一番街を中心とした約7.8haの範囲が伝統的

建造物群保存地区として都市計画決定された。

さらに全体としての意匠が優秀であることから

「重要伝統的建造物群保存地区」にも指定された。
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事例② 谷中銀座商店街（東京都台東区）

●子供インターンシップ、スタンプ事業、日曜開業

などで、下駄履き・浴衣掛けで買い物ができる

日本の商店街文化を守っている。

●ハード整備は『東京都ふれあい商店事業』指定を

受け、“人に優しく・来てみて楽しい・ちょっと

レトロな！”をコンセプトにしている。
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地域に根ざした商店街

人々の触れ合いの場
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●道路舗装には高齢化社会に対応すべく、歩きやすい

アスファルト(カラー)とカラー平板の併用を採用。
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●個店には共通の庇（ひさし）と、各店の個性を表現した
ぬくもりのある手彫りの木製看板、レトロ風な軒先灯を設置。
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●店の壁面には、谷中の史跡40景を掲示
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事例③ 横浜元町商店街（神奈川県横浜市）

●開港以来の歴史を持つ元町では、住むことと商うことの共生を
理念とした新しいまちづくりを進めている。

●元町SS会、元町仲通り会などの商店街、地域組織が参加して、
横浜元町まちづくり憲章を制定し、これを基に各地区における「ま
ちづくり協定」の制定や見直しを行っている。
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●これらの理念をもとに、平成16年度にはバリアフリーとアメニティ設備を強化し、

川岸通り、中華街南通りなど周辺との回遊性を促進する横浜市の「ライブタウン整

備計画」により、側道の石張り、ストリートファニチャーの設置、照明の増設などを

実施。
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商店街の道路整備

まちなみと調和した郵便ポスト 16



●排気ガス・騒音などの環境問題、違法駐車問題、歩行空間の確保、

交通事故防止への対応として、平成16年６月より商店街単独では

全国初という共同集配システムの運用を開始。
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事例④ 神楽坂通り商店街（東京都新宿区）

●「粋なお江戸の坂のまち」がまちづくりのコンセプト

●商店会による様々なイベントや、行政による街なみ

環境整備事業などが行なわれてきた。

●神楽坂地区には商店会・振興組合が５団体

●商店会もまちづくりの

中心組織のひとつとして、様々
な活動に参加

→ 別ＰＰＴ
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NPO日本都市計画家協会 （＋東京商工会議所）

美しいまちづくりを実践するための

診断評価とビジョン

まず診断評価を行い、それをもとに行動ビジョンを作成。それを数年か
けて実施していく。

診断評価プログラム

行動ビジョン
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診断評価プログラム

３分野で評価

アメニティ機能

街並みや公共空間の
美しさ、にぎわいや地域
文化の表出

公益機能

地域ぐるみの環境、
防犯、生活支援等の
機能や活動

商業機能

集客力と魅力のあ
る商業活動

Ａ．まちなみの魅力・美しさ

Ｂ．まちの歩きやすさ

Ｃ．まちの使いやすさ、整い方

Ｄ．まちのにぎわいや楽しさ

Ｅ．日常生活を支える機能

Ｆ．広域集客を支える機能

Ｇ．公益的・社会的活動

20



地元推進組織の確立をベースとして、街並みや環境形成、プロモーション
活動、ビジネス開発・振興への取り組みのビジョン。

行動ビジョン

プログラムの実施方法

評価 行動 再評価 行動

1サイクル 1～数年程度 次のサイクルへ
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診断評価・ビジョン作成の実施例
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複数の評価員が担当、合議で評価
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商店街の現在を多角的に評価

現況評価を踏まえた、行動ビジョン → 別PPT 24



当面の取り組み ステップ １

商店街組織、行政機関、アドバイザーの協力体制を立ち上
げ、商店街の診断評価を行い、行動ビジョンを作成。
まちづくりや商店街振興策とも連携させる。
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行動プログラムを実施し、その成果を評価する。

更に修正して次の行動につなげる。

（ＰＤＣＡサイクル）

→ 商店街主体で実施、行政等が支援

ステップ ２

法定都市計画（土地利用、都市施設、
市街地開発事業、地区計画 等）、

中活事業、商店街振興関連事業、

景観整備関連事業 等 の

戦略的実施
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取り組みを実施する複数の商店街で交流を広め、成功体験
を共有する。

表彰・格付け等の仕組みを取り入れ、プログラムの普及・定
着を図る。

ステップ ３
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商業まちづくり組織 位置付けと役割

・ 既存の枠組みにとらわれない
・ 住民との密なコミュニケーションが最も大切
・ 地域のニーズに応じた取り組み、支援

消費者、
ユーザー

商店街　→　商業まちづくり組織へ

商業（主に最寄品）、アメニティ、公益
～　身近なまちづくり主体

（地域のコミュニケーションの場）

リーダーシップのもと、
 ・ビジョンづくり

・ブランディング、マーケティング

・都市計画、建築デザインの提言、ルールづくり

・関係団体の情報交換　　 ・エリアマネジメント事業へ

地域の人々
・地場産業

地域資源

自然、人、
歴史・文化、

食

ブラン
ディング

地域の
特徴を
見せる
売る

来訪

マーケ
ティング

行政機関

関連団体
（町会、商工会、
観光協会　等）

連携

大型店
チェーン店

地域とのつながり強化
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既存の枠組みや概念を超えた

包括的な取り組みが必要です。

できるところからひとつずつ実現しましょう。

ご静聴ありがとうございました。

ハーツ環境デザイン

鈴木 俊治

連絡先 03-5225-4441

ssuzuki@hearts-design.com
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